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Abstract ••

We measured radiation fields of the accelerated relativistic electron beam using 

different kind of wave guide detectors, Analysing these result by MEM，we have obtained 

that fundamental frequency of fine structural pulse is about 13GHz and so FDHM of this 

pulse is estimated about 26psec. We expect that this method，using microwave detector, 

can be applied for the beam monitor and also position monitor.

ス ロ ッ ト ア ン テ ナ に よ る 電 子 線 加 速 器 ビ ー ム の 測 定

序
，前 回 の 報 告 に お い て 、電 子 線 型 加 速 器 の 非 接 触 型 ビ ー ム モ ニ タ ー と し て ス ロ ッ 卜 ア ン テ ナ を 用  

い た 電 子 ビ ー ム ポ ジ シ ョ ン モ ニ タ ー の 実 用 性 を 示 し 、 さ ら に は 、 アンテナの寸法及びモ ニタ ーの  

形 状 を 変 え る こ と で 種 々 の 出 力 特 性 を 得 た 。 そ の 結 果 か ら 、本 モ ニ タ ー は 近 傍 界 を 用 い る こ と で  

ア ン テ ナ 受 信 系 と し て か な り 特 異 な 利 用 法 で あ る こ と が 解 っ た 。 また 、 スロッ卜アンテナからの 

出 力 電 圧 に は 電 子 と 共 に 動 く 静 電 界 と 周 囲 へ の 静 電 誘 導 、放 射 電 磁 界 が 寄 与 し て い る こ と が 予 測  
される。 今 回 、 ア ン テ ナ 受 信 系 と し て 導 波 管 検 波 器 お よ び 導 体 線 ア ン テ ナ を 用 い る こ と に よ っ  

て 電 子 ビ ー ム か ら の 放 射 電 磁 界 の 測 定 を 試 み た 。 そ し て 、そ の 出 力 結 果 か ら 電 子 ビ ー ム の 微 細 構  
造 パ ル ス に つ い て 検 討 し た 。

【 測 定 方 法 】
測 定 体 系 を F i g . 1 に 示 す 。 加速器ターゲット孔の 

対 面 に 銅 板 を 固 定 し 、そ の 間 に 銅 板 方 向 を 向 け て 導 波 管  
検 波 器 を 設 置 し た 。 導 波 管 検 波 器 は ア ク リ ル 板 に 固 定  
し、X  —  Y ス テ ー ジ 上 に の せ 電 子 ビ ー ム の 進 行方向 に対  

し て 垂 直 面 内 、 平 行 軸 内 で 移 動 が 可 能 に し て あ る 。 ま 
た 、導 体 線 ア ン テ ナ は 、P h o  t o . 1 のようなセミ 
リ ッ ジ ッ ト 型 の 同 軸 ケ ー ブ ル を 用 い て 製 作 し た も の で 、

導 波 管 検 波 器 と 同 様 、 ア ク リ ル 板 に 固 定 し て 用 い た 。 こ 
の ア ン テ ナ 系 か ら の 出 力 を 2 0 m 離れたス卜レージオシ 

ロ ス ト ー ブ （岩 通 T S — 8 1 2  3 S ) に 記 録 し 、G P —  F i g . 1 測定体系

I B を 通 し て ホ ス ト コ ン ピ ュ ー タ に 取 り 込 ん だ 。 測 定 に 用 い た 導 波 管 検 波 器 の 帯 域 は 3 5 、2 0  

G H  z の も の で あ りヽ 導 体 線 ア ン テ ナ に は 1 O M H  z — 1 8 G H z のクリスタルマウントを取り 

付 け た 。 ま た 、周 囲 金 属 の 影 響 を 除 く た め に 測 定 体 系 全 体 を 電 波 吸 収 壁 材 で 覆 っ た 。
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【 結 果 】
1 . 出力特性

電 子 ビ ー ム の 進 行 方 向 に 対 し て 平 行 に 、銅 板 か ら ア ン テ ナ 系を 
移 動 し た と き の 出 力 結 果 を F  i g . 2 に 示 す 。用 い た 導 波 管 は 3 

5 G H  z の も の で あ る 。測 定 結 果 よ り 明 ら か に 加 速 電 子 ビ ー ム が  

銅 板 に よ っ て 定 在 波 を 生 じ て お り 、 大 き な 波 の 上 に 微 細 な 波 が  
乗 っ て い る の が よ く わ か る 。 こ の 出 力結 果を 数学 的に解 析す るた  

め ズ フ ー リ エ 変 換 を 行 っ て 周 波 数 特 性 を み た の が F i g . 3 であ 

る。 測 定 体 系 の 精 度 上 、観 測 点 が 最 大 で も 2 0 0 数点 ほ ど し か 取 
れ な い た め 、解 析 方 法 に は 短 い デ ー タ か ら も ス ぺ ク ト ル の 推定が 

可 能 で あ り 、分 解 能 が 極 め て 高 い と さ れ る 最 大 エ ン ト ロ ピ ー 法 （M E M ) を 用 い た 。

本 研 究 施 設 加 速 器 の ク ラ イ ス ト ロ ン 加 速 周 波 数 が 2 8 5 6 M H z で あ る こ と か ら 、 この大きな 
定 在 波 は そ の 周 波 数 を 示 す と 考 え ら れ る が 、用 い た 導 波 管 の 力 ッ ト • オフ 領域 に入 って いる ため  
理 論 値 と 一 致 し て い な い 。 こ こ で 注 目 し た い の は 1 4 G H  z に 出 て い る ス ぺ ク 卜 ル で あ る 。 これ 

か ら L  I N A C の ビ ー ム 構 造 を 推 定 す る こ と が 期 待 で き る 。

_  
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2 . ビーム構造の推定
ァ ン テ ナ 系 に 帯 域 3 5 、2 O G H  z 導 波 管 検 波 器 を 用 い 全 体 の 移 動 距 離 を 長 く 取 っ た と き の 測  

定 結 果 を F  i g • 4 ， 5 に 、そ の ス ぺ ク ト ル 解 析 を F  i g . 6 ， 7 に 示 す 。 また 、導体線ァンテ 

ナ か ら の 出 力 結 果 と 解 析 結 果 を F i g .  8 ， 9 に 示 す 。
F i g .  6 ， 7 そ れ ぞ れ 2 つ の 主 ス ペ ク ト ル が あ り 、 このうち低 周波数 帯部 分に 現れ ている も 

の は ク ラ イ ス ト ロ ン の 加 速 周 波 数 を 示 し 、他 方 の ス ぺ ク ト ル が 微 細 構 造 パ ル ス の 基 本 波 周 波 数 を  

示 し て い る と 考 え ら れ る 。 そ の 周 波 数 は お よ そ 1 3 G H z で あ る 。

【 結 論 】
導 波 管 検 波 器 を 用 い た ア ン テ ナ 系 に よ っ て 電 子 ビ ー ム の 作 る 放 射 電 磁 界 、特に 銅 板 と の 間 に で  

き る 定 在 波 の 測 定 が 可 能 と な り 、そ の 結 果 か ら、L I N A C 電 子 ビ ー ム 微 細 構 造 パ ル ス の 基 本 波  
周 期 と そ の 半 値 幅 が お よ そ 1 3 G H z ， 2 6 p s e c で あ る こ と が 推 定 で き た 。 さ ら に は 、本実 
験 方 法 が L I N A C の ビ ー ム 構 造 を 知 る 手 法 と し て 応 用 が 期 待 で き る こ と が 解 っ た 。

しかし、導 体 線 ア ン テ ナ か ら の 出 力 結 果 と 加 速 周 波 数 、 ビ ー ム構 造と の関 係に ついて はま だ明  

確 で な い 。 今 後 は 、 こ の ア ン テ ナ 系 か ら の 出 力 特 性 の 改 善 や 、逆 フ ー リ エ 変 換 を 用 い た 理 論 的 解  

析 を 進 め て 、高 帯 域 波 形 モ ニ タ 一 と し て の 実 用 性 を は か る 予 定 で あ る 。
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